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＜地域ケア会議の開催＞
・個別ケースについての地域ケア会議を開催し地域課題を把握する。
・個別ケースから把握した課題を包括レベルケア会議、協議体等に繋ぐための機会をつくる。
・身近な場所で集える場、住民同士の支え合いの必要性等を地域住民と共有する機会をつくる。

＜集まる場や見守り体制づくりの支援＞
・各サロンへの参加と介護予防の取組支援を行いサロン内での現状把握を行う。
・外出困難事例を基にした地域ケア会議等を開催し地域住民と課題を共有する。
・支え合い連絡会、小委員会、協議体等により具体的な検討を行う。

＜民生委員や専門職との情報共有＞
・各地域の民生委員の方々と、専門職との情報交換を行い、必要な情報を共有する機会を図る。
・地域団体との専門職（ケアマネジャーを中心に）との情報を共有し連携する場を図る。

＜認知症への取組＞
・認知症カフェの立上げ・運営を支援し、認知症当事者や家族が安心して暮らせる地域づくりを進める。
・福祉教育の一環として小学生向けに認知症サポーター養成講座を実施したり、地域のキャラバン・メイトととも
に、認知症の理解啓発に向けて取り組む。

□ 区からのコメント

令和４年度 豊田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
　豊田地区は、栄区の中で南西の位置にあり、戸塚区と鎌倉市、一部港南区と隣接しています。最寄りの駅は
戸塚駅・本郷台駅・大船駅となりますが、多くの方がバスを利用することになります。高齢化率は令和３年９月末
現在で29.3％（栄区約31％）ですが、最も低い長尾台町の20.3%から最も高い本郷台での41.2%と地区内でも差が
あり、課題もそれぞれ異なっています。本郷台では75歳以上の後期高齢化率も26.2%となっており、住民の約4人
に1人以上が75歳以上となっています。
　高齢化やコロナ禍により、高齢者が外に出る機会が減ることで、ADLの低下が進んでいます。ケアプラザだけ
ではなく、それぞれの地域で「歩いて行ける集まりの場」が必要となっているとともに、歩くのが難しい方の送迎と
いう問題も大きくなりつつあります。
　一方で要介護認定者数は横浜市平均に比べ少なく、介護度も低い傾向にあり、健康志向の高い地域であるこ
とが伺えます。介護予防に力を入れ、住み慣れた地域で、いつまでもその人らしい生活ができるように支援しま
す。
　また、高齢者のみでなく、子育て支援においても、母親の孤立防止のため地域の中での繋がりづくりが必要で
あり、学齢期の子どもについても、放課後に気軽に集まることのできる場所が少ないという状況や孤食、貧困の
課題が豊田エリアの中でも明らかになってきています。障害児者においては、地域の中でもまだ理解が少なく、
地域の中で見守られながら地域の一員として生活できるよう理解・啓発が必要な状況です。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

＜第4期地域福祉保健計画の推進支援＞
・支え合い連絡会、小委員会を定期的に開催し、地区別計画の推進を行う。
・各委員会と協働し、地域課題についての検討を行う。
・住民主体で活動が推進されるよう、研修会、講座、視察等必要に応じた適切な支援について検討する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

介護保険で「要介護」「要支援」と認
定を受けた方に、日帰りで食事・入
浴・機能訓練などのサービスを提
供し、ご本人やご家族の日常生活
を支援します。
【実施日数】　年間360日（休日：
12/29～1/3）
【提供時間】　10:15～15:20
【定員】
　31名（通所介護・第1号通所介護
合計）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

　要支援1・2と認定された高齢者が日常生活におい
て具体的な生活目標を持ちながら生活を送っていた
だけるように、利用者と家族との協働作業による介護
予防プランの計画作成を行います。

管理者・保健師等1名（常勤兼務）、
主任ケアマネジャー1名（常勤兼務）,社会福祉士2名
（常勤兼務）、予防プランナー3名（非常勤専任）

居宅介護支援事業

　利用者・家族の話をしっかり傾聴し、利用者のニー
ズや意向に基づいたケアマネジメントを行います。ま
た、介護支援専門員のケアマネジメントの向上を図
り、また抱えた課題を組織で解決し、解決のノウハウ
を蓄積します。
　法令を遵守し、安定した介護報酬を確保します。

管理者・介護支援専門員1名（常勤専任）
介護支援専門員1名（非常勤専任）

令和４年度豊田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

　ケアプラザという公の立場を意識し、ハートページ
等の資料を提示した上でサービス提供事業者を選択
してもらうなど、特定の事業者や利用者への利益誘
導等に陥らないよう公正中立を常に意識し、業務に
努めます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

　「社会福祉法人横浜市社会福祉協議会の保有する
個人情報の保護に関する規程及び個人情報保護に
関する方針」に基づき、全職員が統一した認識とルー
ルによって個人情報の保護にあたるよう努めます。ま
た、職員全員を対象にした個人情報保護に関する内
部研修を実施し、意識啓発を図ります。



利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

管理者1名(常勤)、生活相談員3名
(常勤)、
介護員13名(非常勤)、看護師(機能
訓練指導員) 4名(非常勤) 、送迎
運転員4名(非常勤)、調理員5名(業
務委託)

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

■通所介護　1割負担分（ご利用1
回につき）
（要介護1）608円、（要介護2）719
円、（要介護3）829円、
（要介護4）939円、（要介護5）1,050
円
食費負担　800円
（食事キャンセル料457円）
各種加算　サービス提供体制強化
加算Ⅲ　６円
入浴加算Ⅰ 40円

■第1号通所介護　1割負担分（ご
利用1回につき）
（要支援1）1,775円、（要支援2）
3,638円
食費負担　800円（食事キャンセル
料457円）
各種加算
体制強化加算Ⅲ（要支援1）24円、
（要支援2）48円



豊田地域ケアプラザ

令和４年度　自主事業計画書・報告書

1 子育てティーサロン 平成７年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

少子化や核家族化にともなう子育て環境
の孤立化を解消するため、就園前の乳幼
児と保護者を対象にサロン事業として、保
護者同士、ボランティアとの情報交換を行
う。

３：養育者及
び乳幼児

子育て中の保護者同士の交流、子育てに
関する相談へのアドバイスを行う。ボラン
ティアグループ「まつぼっくりの会」が当日
の進行を行い、ケアプラザが運営を行う。
また、地域の保育園、他のボランティアグ
ループの協力を得て、育児講座、手遊
び、人形劇公演等を行う。

0 0

2 親子のひろば　ぽっかぽか 平成２３年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地区内で気軽に親子で過ごせる場を提
供。また、保護者、子同士の交流の機会
となるように子育て支援の目的で開催。

３：養育者及
び乳幼児

自由に親子で過ごせるフリースペース。10
時～14時まで実施している。開催時間内
に育児講座も開催する。

0 0

3 ご近所茶話会 平成７年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

参加者の仲間づくり、生きがいづくりの支
援、および参加者の安否確認をおこなう。

１：高齢者

地域の高齢者を対象としたサロン事業
で、健康維持のための体操、レクリエー
ションを行う。頭・手先を使ったレクリエー
ション、体を使ったレクリエーションなどを
交互に取り入れ、楽しみを提供する。ま
た、抹茶と和菓子を食しながら、おしゃべ
りの場を楽しむ。個人ボランティアが企
画・運営にも携わっている。

0 0

4 AIAIAIの会 平成２8年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

認知症予防の普及啓発事業を身近な地
域で参加してもらうこと、広げることを目的
に町内会館で実施する。

１：高齢者 飯島町内会館で月1回実施 0 0

5 豊田スクエアステップ 平成２８年度 ４：共催（１と２）
２：発展させる
ねらい

高齢者の転倒予防、介護予防、認知症予
防の効果を推進する。

１：高齢者

ストレッチや全身の体操をした上で専用の
マットを利用して、ステップパターンを覚え
て、間違わないように前に進む足踏みエ
クササイズを実施します。

0 0

6 介護者のつどい 平成２９年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者のリフレッシュと介護者同士の情
報交換や仲間づくり、気持ちの共有を目
的とし、リフレッシュできる場の提供。

１：高齢者
日頃の介護に関する情報交換・懇談会を
実施

0 0

7 たまり場とよだ 平成３０年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

学齢期の子どもたちの居場所として、また
地域の交流の場として、「たまり場とよだ」
を開催。誰もが集い、支え合える場所とし
て地区全体に開催場所が広がることを目
的とする

４：子ども・青
少年

放課後１６時～１９時まで開催。１６時15
分～１８時３０分はカレーを提供する。あ
そび場コーナー、宿題コーナー等を用意
し、参加者同士が交流する場面を作る

0 0

8 ロバとも・とよだ 平成３０年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

認知症キャラバン・メイトを中心としたメン
バーが集まり、認知症サポーター養成講
座等を活用し認知症への理解啓発をおこ
なう。

５：地域
定例会を実施し、地域への認知症理解に
ついて検討し、普及啓発を実施する。 0 0

9
ワンダースケープ買い物支援
（移動販売）

令和元年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

駅までのバスがなくなったり、敷地内のコ
ンビニがなくなったりしているワンダース
ケープで、移動販売を実施することで、買
い物支援や、地域住民同士のつながりづ
くりにもつなげる。

５：地域

毎週金曜日15：30～20分間で、ダイエー
港南台店から移動販売車がやってくる。
それを、地域住民がボランティアで支えて
いる。車いすを押して1週間分の買い物を
する方もいる。

0 0

10
飯島団地買い物支援（移動販
売）

令和元年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

高齢化が進み、買い物が大変になってい
る方が多い飯島団地において、移動販売
を通じてボランティア活動を活発化させ、
見守りの視点を広げる。

５：地域

毎週木曜日15：30～1時間でダイエー港南
台店から移動販売車がやってくる。地域
住民がボランティアで、お客さんの買い物
の手伝いや、荷物運び等を行っている。
繕い物やちょこっとボランティアも同時に
活動。

0 0

11 長沼認知症カフェ 令和2年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

見守りネットワーク委員会では、「認知症
カフェを豊田地区に」と活動してきており、
長沼町内会で令和３年11月に立ち上がっ
た。。認知症の方とご家族が安心していら
れる場の提供と地域への認知症の理解
の啓発が目的。

５：地域 毎月第3木曜日に認知症カフェを実施。 0 0

12 サロン連絡会 平成２９年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域でサロン活動をしている方々が、お
互いに情報共有したり、サロン活動をする
うえで必要な知識を得たりする場として開
催。

５：地域

年2～3回実施。コロナ禍で休止している
サロンも多く、サロンだけに限らず集いの
場を実施している団体に広く呼び掛け、こ
の時期でもできるつながりづくりを考える。

0 0

13 ちょこボラ情報交換会 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

エリア内にあるちょこボラ団体3団体の情
報交換

５：地域
エリア内にあるちょこボラ団体3団体に集
まってもらい、現状の共有と現在の課題
や工夫について情報交換した。

0 0

14 障がい児余暇支援事業 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障がい児の余暇を支援する事業として笠
間地域ケアプラザと共催。共催することで
参加者や支援者の参加機会が広がり、地
域の障害に対する理解と交流する機会を
広めることが出来る。

２：障害児・
者

年間4回笠間地域ケアプラザ共催で実施
予定。

0 0

15
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

平成22年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

介護施設等でボランティア活動を行うとポ
イントがたまり、換金、寄付することができ
るポイント制度を周知し、ボランティアを促
進する。

１：高齢者 10月に実施予定。 0 0

16 権利擁護相談会 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

相続や遺言等について、司法書士や行政
書士へ気軽に相談できる場所を提供す
る。

１：高齢者 ５：地域
1年交代で行政書士、司法書士が来所し、
一組30分の相談に応じる。今年度は行政
書士で、秋ごろ開催予定。

0 0

17 福祉教育 平成23年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

高齢者、障害者の理解を深めるとともに
ケアプラザについて地域へ広報する。

４：子ども・青
少年

５：地域
地区内の小学校・中学校から依頼を受け
実施 0 0

No 事業名
開始
年度

事業
事業の
性質

事業目的
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

事業内容・実施時期 実施
回数

合計

延べ
参加
人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業名
開始
年度

事業
事業の
性質

事業目的
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

事業内容・実施時期 実施
回数

合計

延べ
参加
人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

18 読み聞かせボランティア講座 令和元年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

図書館司書等を講師として招き「読み聞
かせ」のポイントなどを学ぶ。今後も講習
会を重ね高齢者に向けての読み聞かせ
なども学び活動の場を広げていく。

５：地域
年度の後期に図書館より司書を招き基本
を学ぶ予定。 0 0

19 父親講座 令和元年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

保護者同士で交流を図り、男性であるパ
パ同志の交流に場のきっかけとする。

３：養育者及
び乳幼児

家庭に中では味わえない大胆な遊び方を
しながら、親子、父親同士のコミュニケー
ションを図る。

0 0

20 オレンジカフェここね 令和４年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

見守りネットワーク委員会では、「認知症
カフェを豊田地区に」と活動してきており、
NPO法人積み木とロバとも★とよだ（認知
症サポーター）と共催で、令和４年５月の
開始に向けて準備を進めている。

５：地域 毎月第１月曜日に認知症カフェを実施。 0 0



豊田地域ケアプラザ

令和４年度　自主事業計画書・報告書

1 子育てティーサロン 平成７年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

少子化や核家族化にともなう子育て環境
の孤立化を解消するため、就園前の乳幼
児と保護者を対象にサロン事業として、保
護者同士、ボランティアとの情報交換を行
う。

３：養育者及
び乳幼児

子育て中の保護者同士の交流、子育てに
関する相談へのアドバイスを行う。ボラン
ティアグループ「まつぼっくりの会」が当日
の進行を行い、ケアプラザが運営を行う。
また、地域の保育園、他のボランティアグ
ループの協力を得て、育児講座、手遊
び、人形劇公演等を行う。

0 0

2 親子のひろば　ぽっかぽか 平成２３年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地区内で気軽に親子で過ごせる場を提
供。また、保護者、子同士の交流の機会
となるように子育て支援の目的で開催。

３：養育者及
び乳幼児

自由に親子で過ごせるフリースペース。10
時～14時まで実施している。開催時間内
に育児講座も開催する。

0 0

3 ご近所茶話会 平成７年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

参加者の仲間づくり、生きがいづくりの支
援、および参加者の安否確認をおこなう。

１：高齢者

地域の高齢者を対象としたサロン事業
で、健康維持のための体操、レクリエー
ションを行う。頭・手先を使ったレクリエー
ション、体を使ったレクリエーションなどを
交互に取り入れ、楽しみを提供する。ま
た、抹茶と和菓子を食しながら、おしゃべ
りの場を楽しむ。個人ボランティアが企
画・運営にも携わっている。

0 0

4 AIAIAIの会 平成２8年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

認知症予防の普及啓発事業を身近な地
域で参加してもらうこと、広げることを目的
に町内会館で実施する。

１：高齢者 飯島町内会館で月1回実施 0 0

5 豊田スクエアステップ 平成２８年度 ４：共催（１と２）
２：発展させる
ねらい

高齢者の転倒予防、介護予防、認知症予
防の効果を推進する。

１：高齢者

ストレッチや全身の体操をした上で専用の
マットを利用して、ステップパターンを覚え
て、間違わないように前に進む足踏みエ
クササイズを実施します。

0 0

6 介護者のつどい 平成２９年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者のリフレッシュと介護者同士の情
報交換や仲間づくり、気持ちの共有を目
的とし、リフレッシュできる場の提供。

１：高齢者
日頃の介護に関する情報交換・懇談会を
実施

0 0

7 たまり場とよだ 平成３０年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

学齢期の子どもたちの居場所として、また
地域の交流の場として、「たまり場とよだ」
を開催。誰もが集い、支え合える場所とし
て地区全体に開催場所が広がることを目
的とする

４：子ども・青
少年

放課後１６時～１９時まで開催。１６時15
分～１８時３０分はカレーを提供する。あ
そび場コーナー、宿題コーナー等を用意
し、参加者同士が交流する場面を作る

0 0

8 ロバとも・とよだ 平成３０年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

認知症キャラバン・メイトを中心としたメン
バーが集まり、認知症サポーター養成講
座等を活用し認知症への理解啓発をおこ
なう。

５：地域
定例会を実施し、地域への認知症理解に
ついて検討し、普及啓発を実施する。 0 0

9
ワンダースケープ買い物支援
（移動販売）

令和元年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

駅までのバスがなくなったり、敷地内のコ
ンビニがなくなったりしているワンダース
ケープで、移動販売を実施することで、買
い物支援や、地域住民同士のつながりづ
くりにもつなげる。

５：地域

毎週金曜日15：30～20分間で、ダイエー
港南台店から移動販売車がやってくる。
それを、地域住民がボランティアで支えて
いる。車いすを押して1週間分の買い物を
する方もいる。

0 0

10
飯島団地買い物支援（移動販
売）

令和元年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

高齢化が進み、買い物が大変になってい
る方が多い飯島団地において、移動販売
を通じてボランティア活動を活発化させ、
見守りの視点を広げる。

５：地域

毎週木曜日15：30～1時間でダイエー港南
台店から移動販売車がやってくる。地域
住民がボランティアで、お客さんの買い物
の手伝いや、荷物運び等を行っている。
繕い物やちょこっとボランティアも同時に
活動。

0 0

11 長沼認知症カフェ 令和2年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

見守りネットワーク委員会では、「認知症
カフェを豊田地区に」と活動してきており、
長沼町内会で令和３年11月に立ち上がっ
た。。認知症の方とご家族が安心していら
れる場の提供と地域への認知症の理解
の啓発が目的。

５：地域 毎月第3木曜日に認知症カフェを実施。 0 0

12 サロン連絡会 平成２９年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域でサロン活動をしている方々が、お
互いに情報共有したり、サロン活動をする
うえで必要な知識を得たりする場として開
催。

５：地域

年2～3回実施。コロナ禍で休止している
サロンも多く、サロンだけに限らず集いの
場を実施している団体に広く呼び掛け、こ
の時期でもできるつながりづくりを考える。

0 0

13 ちょこボラ情報交換会 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

エリア内にあるちょこボラ団体3団体の情
報交換

５：地域
エリア内にあるちょこボラ団体3団体に集
まってもらい、現状の共有と現在の課題
や工夫について情報交換した。

0 0

14 障がい児余暇支援事業 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障がい児の余暇を支援する事業として笠
間地域ケアプラザと共催。共催することで
参加者や支援者の参加機会が広がり、地
域の障害に対する理解と交流する機会を
広めることが出来る。

２：障害児・
者

年間4回笠間地域ケアプラザ共催で実施
予定。

0 0

15
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

平成22年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

介護施設等でボランティア活動を行うとポ
イントがたまり、換金、寄付することができ
るポイント制度を周知し、ボランティアを促
進する。

１：高齢者 10月に実施予定。 0 0

16 権利擁護相談会 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

相続や遺言等について、司法書士や行政
書士へ気軽に相談できる場所を提供す
る。

１：高齢者 ５：地域
1年交代で行政書士、司法書士が来所し、
一組30分の相談に応じる。今年度は行政
書士で、秋ごろ開催予定。

0 0

17 福祉教育 平成23年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

高齢者、障害者の理解を深めるとともに
ケアプラザについて地域へ広報する。

４：子ども・青
少年

５：地域
地区内の小学校・中学校から依頼を受け
実施 0 0

No 事業名
開始
年度

事業
事業の
性質

事業目的
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

事業内容・実施時期 実施
回数

合計

延べ
参加
人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業名
開始
年度

事業
事業の
性質

事業目的
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

事業内容・実施時期 実施
回数

合計

延べ
参加
人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

18 読み聞かせボランティア講座 令和元年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

図書館司書等を講師として招き「読み聞
かせ」のポイントなどを学ぶ。今後も講習
会を重ね高齢者に向けての読み聞かせ
なども学び活動の場を広げていく。

５：地域
年度の後期に図書館より司書を招き基本
を学ぶ予定。 0 0

19 父親講座 令和元年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

保護者同士で交流を図り、男性であるパ
パ同志の交流に場のきっかけとする。

３：養育者及
び乳幼児

家庭に中では味わえない大胆な遊び方を
しながら、親子、父親同士のコミュニケー
ションを図る。

0 0

20 オレンジカフェここね 令和４年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

見守りネットワーク委員会では、「認知症
カフェを豊田地区に」と活動してきており、
NPO法人積み木とロバとも★とよだ（認知
症サポーター）と共催で、令和４年５月の
開始に向けて準備を進めている。

５：地域 毎月第１月曜日に認知症カフェを実施。 0 0



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,554,000 29,554,000 29,554,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
36,000 36,000 36,000

0 0

40,000 6,941,000 6,941,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

6,941,000 6,941,000 6,941,000

42,527,000 0 42,527,000 0 42,527,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

35,251,000 0 35,251,000 0 35,251,000
24,000,000 24,000,000 24,000,000
4,557,000 4,557,000 4,557,000
5,060,000 5,060,000 5,060,000

84,000 84,000 84,000
35,000 35,000 35,000

1,515,000 1,515,000 1,515,000
0 0

1,303,000 0 1,303,000 0 1,303,000
26,000 26,000 26,000
672,000 672,000 672,000

0 0
25,000 25,000 25,000

182,000 182,000 182,000
0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0

50,000 50,000 50,000
21,000 21,000 21,000

0 0
327,000 327,000 327,000

0 0
0 0
0 0

2,786,000 0 2,786,000 0 2,786,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,782,000 1,782,000 1,782,000
154,000 154,000 154,000
220,000 220,000 220,000

0 0
3,061,000 0 3,061,000 0 3,061,000
900,000 900,000 900,000
325,000 325,000 325,000
100,000 100,000 100,000

1,736,000 0 1,736,000 0 1,736,000
空調衛⽣設備保守 27,000 27,000 27,000
消防設備保守 6,000 6,000 6,000
電気設備保守 18,000 18,000 18,000
害⾍駆除清掃保守 6,000 6,000 6,000
駐⾞場設備保全費 0 0
その他保全費 1,679,000 1,679,000 1,679,000 冷暖房、自動ドア、ELV、総合巡視、樹木、ゴミ、文書廃棄、複

写機、換気

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

42,527,000 0 42,527,000 0 42,527,000
0 0 0 0 0

76,000 0 76,000 0 76,000
76,000 0 76,000 0 76,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和４年度　「豊田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和４年４月１日～令和４年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

9,360 9,360 13,643 13,643 75,518 75,518 0

0 0 0 8,782 0 8,782 0 0 0 10 0 10 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

0 8,782 8,782 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 10 10 0

0 0 0 18,142 0 18,142 13,643 0 13,643 75,528 0 75,528 0 0 0

0 5,943 5,943 11,608 11,608 50,062 50,062 0

0 14 14 124 124 257 257 0

0 105 105 832 832 22,788 22,788 0

0 0 0 0 0

0 7,826 0 7,826 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 7,826 7,826 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 13,888 0 13,888 12,564 0 12,564 73,107 0 73,107 0 0 0

0 0 0 4,254 0 4,254 1,079 0 1,079 2,421 0 2,421 0 0 0

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：豊田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護
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